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第一章 レプリコーンとの出会い

	 

	多くの人にとって人生の半ばで自分の血に呼ばれるということがあるものだ。つまり、自分自身 の、あるいは親の出身地に呼び戻されるのである。私の場合、これはアイルランドだった。

	話しの始まりはカナダのトロントに遡る。私のパートナーとの十六年間続いた関係が終わりに近 づいていた。家は売りに出され、私のキャリアは衰退しつつあり、私自身は人生のより深い意味を 探し求めていた。私はどこかに一人で引きこもりたくなり、その時アイルランドに手招きされたような 気がしたのだった。

	ちょうどその時期に、私の友達の一人であるエリザベスがアイルランドに行くことになり、私は彼 女にしばらく一人で生活出来るような場所を探してくれるように頼んだ。町や村から離れた小さな 小屋で、夏の間中ずっと座り、瞑想をしたかった。目的は悟りを得ることだ。私が読んでいた精神 世界の本によれば、執着を絶ち、精神世界の道に専念すれば悟りを得ることが出来るはずだっ た。私は家を捨て、家族を捨て、キャリアを捨て、それ以外に執着しているものも思いつかなかっ た。明らかに私には悟りを得る資格があるように思えたのだ。

	二ヶ月後、エリザベスがアイルランドから帰国し、私は彼女と会うことになった。彼女は旅行中静 かな田舎の小屋を知らないかと聞いてまわってくれていたが、ついに最後の晩ダブリンで旧知の 友達と食事をしている時にその話が出たのだった。彼女の友達が夏借りられる小屋を知っていると いうのである。アイルランド西海岸のアキル島にあるという。

	それから二週間経つか経たないうちに、私はそれまでの生活に別れを告げ、ダブリンに向かう 機上にいた。私が戻るまでにきっとトロントの家は売られ、前のパートナーのビルは新しい人生を 始めているだろう。

	私がダブリンに着いたのは平日の早朝で、私はその小屋の大家のもとを訪れ、代金を払って鍵 を受け取ろうとしていた。デイビッドソン氏は、アイルランドで長年働いている、そこそこ成功した中 年の英国ビジネスマンだった。礼儀正しく控えめに、彼は私に椅子を勧めた。

	「デイビッドソンさん」 ファーストネームでは人を呼ばないヨーロッパ流マナーに配慮しながら私は尋ねた。

	「どのくらい小屋をお持ちでいらっしゃるのですか？」

	「二十年になりますが、夏の間しか使いません。それ以外の時は空家になっていますが、近所 のオツールさんに面倒を見てもらっています。もう彼女にはあなたのことを伝えてあり、鍵を開けて おいてくれるでしょう」

	彼はちょっと間をおき、咳ばらいを一つしてから、こう言った。

	「残念なことに悪い知らせがあります。ここ二週間で小屋は売られてしまったのです」 私が失望するなか、彼は続けた。

	「ただよい知らせは、新しい持ち主には私があなたにお約束しているので引渡しは一ヶ月待っ てくれと伝えてあります。ただ一ヶ月後にはどこか他の所を探してもらわなくてはなりません」

	私は口もきけずにそこに座ったままだった。私の蟄居する計画は信じられない速度で変わって いて、どう考えても良くなっているようには思えなかった。これから二つのシナリオが考えられた。

	一ヶ月で悟りを得るか、予想だにしなかった面倒に巻き込まれるかである。悟りへの道は思ったほ ど簡単ではないように思われたので、後者のほうが可能性が高そうだ。しかし私はイギリス流のマ ナーを思い出し、デイビッドソン氏と握手し、小屋を一ヶ月貸してくれることのお礼を述べた。不安 で心臓が高鳴るなか、タクシーに乗りバス発着所に向かった。

	それから一時間も経たないうちにマヨ郡アキル島に向かうバスに私は乗っていた。都市から町 へ、町から村へ、村から郊外へ、景色はより人里離れて、より荒れてきた。マヨ郡に着く頃には丘は 剥き出しで岩だらけになった。丘の高い部分は、泥炭を取るために農民や住民によって切り出さ れていた。ダブリンを出発して約五時間後、田舎道の麓でバスは止まり、運転手は遠くの丘を指し て、あそこに小屋がありますよ、と言った。

	なんて薄気味悪い、と私は思った。ダブリンの運転手が私が探している小屋の場所を知ってい るとは。その時はアイルランドには極めて効率的な「口コミネットワーク」があることを私はまだ知らな かったのだ。

	私は荷物を担いだが、そこには寒いアイルランドの夏に備え、シーツや着物が詰まっていた。 私が坂を登り始める頃には、夕闇が近づいてきていて、一歩足を進めるたびに不安感が増してき た。

	一ヶ月後ここを追い出されるときにはどこに行けばいいのだろう？ この小屋には何があるのだろ う？ アイルランドに来る理由を勘違いしたのだろうか？ なぜ私自身の決心をいつも迷い将来を心 配しているのだろうか？ 今回の決断は正しかったのだろうか？

	三十分ほど歩くと、スレート屋根吹、青い木戸、周囲を白塀で囲まれた小さな白い小屋に到着 した。その小屋の様子はディビッドソン氏が説明してくれたものに合っていたので、私は木戸を空 け、玄関に近づいた。驚いたことにそれは開け放しになっており、私は、すいません、どなたかい らっしゃいますか？と声をかけたが応えはなく、恐る恐る私は中にはいった。

	暖炉には火が燃えていた。荷物を床に置き、手近な椅子に腰をかけた。暗くなりかけている部 屋に目が慣れるにつれ、ゆっくりと周りの様子が見て取れた。暖炉の脇には泥炭の山があり、フイ ゴが下向きに立てかけてあった。暖炉の前には、たるんだ古い緑のソファがあり、その後ろには六 脚の丈夫そうな椅子と木製の大きなテーブルがあった。私の左側には明らかに使われていない小 さな空部屋があり、私の右側のドアのむこうには、窓と衣装入れが見え、寝室のようだった。私の後 ろには小さな台所があり、玄関ホールと兼用となっていた。

	私が小屋に足を踏み入れてからずっと誰かの家に侵入したかのような感覚があった。あたかも 誰かがちょっと席をはずし、戻ってきて私を見つけるかのようだった。私はその感覚を振り捨てよう としたが、かえって私が監視されていることを確信し始めた。徐々に暗くなる明かりになれた目は、 このバイブレーションが発せられている角に向けられた。驚いたことにそこには四人の人間が私を 見ていた。小さな男、小さな女、そして二人の子供。私はその場で立ちすくみ、息が止まった。誰 かの家に入ってしまったのか、と私は思ったが、彼らの妙な服装に目が行った。なんてことだ！彼 らは人間ではない！ 一瞬のうちに私はこの小屋が呪われていることを悟った。しまった！と私は思 い、ヒステリーが高まるのを感じた。

	私の考えがこれ以上進む前に、小さな男が私に声をかけてきた。

	「私たちは君たちの年で百年間この小屋に住んでいて、君と同居することは構わないが、条件 がある」

	彼の容貌は彼の言葉ほど権威を持っていなかった。彼の背丈は一メートルたらずで、古臭いボ タン留めの緑の上着を着ていて、それは腰のところまであった。上着はその丸々としたお腹を覆 い、茶色のズボンは膝のところで切られ、厚手の靴下が下に続き、大きな木靴に押し込まれてい た。その靴はどう見ても彼の足には大きすぎるようだった。この奇妙な容貌を締めくくっているのは 巨大な黒いシルクハットだった。

	二人の少年は父親の縮小版のようだったが、お腹のでっばりとシルクハットはなかった。彼らは もごもご動いていて、明らかに親の言うことをきこうとしていたが、別の場所で別のことをしたいのは 明らかだった。小さな女性は、床まであるスカートをはいていて、その下からは夫と同じような木靴 が覗いていた。彼女のかぶっている帽子は、ニューイングランドの巡礼者風で、彼女の頭には大き すぎるようだった。彼女の赤毛は頭の後ろで丸めて留められていたが、うまくとまらずに、見ている うちにも崩れてきていた。彼女は手を動かさないように苦労しているようで、手を握りつづけていた が、そのうち背後に隠した。次に彼女は私に微笑みかけたが、彼女の夫をみて、顔から笑いを消 し、まじめな表情をした。

	小さな男は、無理して我慢したような顔の表情で、彼の提案に対する私の答えを待っていた。 私はめまいがした。しかし、何か予想しないチャンスが待ち受けているような感覚があった。特に求 めたわけではないが、貴重なチャンス。彼のまじめな口調を真似て私は答えた。

	「条件とは何ですか？」

	「私たちは取引をしたい」 と彼は答えたが、私が話せることに安心したようだった。 私は守勢にまわり聞いた。

	「取引とは何ですか？」 その頃には、彼の「私たち」は本当は「私」だけで、小さな女性と子供たちは応援の為にだけい

	るのではないかと思い始めていた。

	「まず、あなたがいるここの通りは呪われていて、ここに居るエレメンタルの全部が人間に友好的 ではない」

	彼と私が同じ言葉を話していることを改めて確認しなくてはなるまい。

	「ちょっと待って。そのエレメンタルというのはどういう意味？」 彼は我慢しきれない様子で言った。

	「君たち人間は、私たちをノームとか、ゴブリン、小人、妖精、レプリコーンなどと呼ぶが、私たち はみんなエレメンタルなのだ。それが私たちの『種族』であり、それは君たちの『種族』が人間であ るようにね。人間にも多くの種類があるように、エレメンタルにも多くの種類がある。さて、話しを戻 すと、私たちが君を夏中護ってあげよう。君がここに来た理由も知っているから、君が私たちの保 護を必要としていることも分かっている」

	私は、それを聞いたとき、もう一度口を挟みかけたが、その内わかるだろうと思い直した。 彼は、私の注意が揺れたことが分かったかのように、ちょっと間を置き、続けた。

	「代わりに、夏の終わりに贈り物が欲しい」

	「贈り物とは何のこと？」

	「今は君に教えない。夏の終わりに教えることにする」 私は記憶の彼方に妖精やエルブに騙された人間の話しを思い出し、条件を詰めない取引をす

	ることを不安に思った。私は選択肢がないということも出来る。というのはこの小屋は彼のものだし、 私には他に行くべき場所もないからだ。しかし、これは必ずしも正しくない。夏の間物理的にここに 住み、彼ら小人を二度と見ないように自分自身をシャットアウトすることも出来るだろう。しかしそう することは同時にどのような想像を超える経験をシャットアウトすることになるのだろうか？

	私の心の奥底には彼は不当な要求はしないという感覚があり、それはあたかもその時点で既 に、彼を信頼しているかのようであった。そこで私は「わかりました」と言った。

	私はロバート・フロストの「歩んだことのない道」という詩を思い出していた。そのなかで詩人は森 を散歩中、二股の分岐路に来て、こう言う。「そして私－ － 私はかつて選ばれたことのない道を選 ぶ。それがそれ以降の状況を全て変えた」

	私には、このレプリコーンが私に、かつて選んだことのない選択肢を与えてくれているように思

	えた。その行き先はどこになるのか全く判らなかったが、このチャンスを逃したら後悔することになる と思った。

	私たちの取引は成立し、レプリコーンは心をそらし始め、その晩の私たちの会話が終わったこと が明らかになった。小さな女性と子供たちは既に消えていた。疲労困憊し、私は荷物を拾い上げ、 寝室に入った。木製のヘッドボードとフットボードのある頑強なダブルベッドは、明らかに何世代に もわたって疲れた体に癒しを与え続けてきていた。私に荷物のファスナーを開け、ベッド・シーツを 取り出し、ベッドの準備をした。たんすには幾枚かのウールの毛布があり、私はそれらを全部ベッド の上に載せた。寒さに震えながらメガネを取り、脇のテーブルに置いた。それからグラニー・ガウン の寝間着に着替え、布団にもぐり込んだ。数分の内に私は眠りに落ちた。

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	

第二章 オツール夫人


	 

	翌朝はすばらしい天気で日が煌々と照っており、前日夕食を食べなかったため私はひどく空腹 を感じていた。万が一天候が変わったときの為に予備のセーターを腰に巻き、財布を肩からかけ て、私は食料貯蔵庫に入れる食べ物を買いに出た。

	門を開け、道に出るときに私は立ち止まった。目の前に広がっているのは垣根で区切られた野 原で、その向こうには海に向かって切り立った壮大な崖あった。

	ずっと右のほうでは道は見えなくなっており、その向こうは海が続いていた。そのあたりには幾 つかの家が固まって見えたがそれは多分村であろう。きれいな湿った空気を胸一杯吸い込み、私 は道を歩き始めた。高さ三メートルの垣根に仕切られた道の両側に排水溝があり、その道は小さな 車がやっと通れるくらいの幅だった。垣根の隙間からはみずみずしい緑の野原のなかにところどこ ろ黄色いあやめと雛菊が見えた。この道に危険なエレメンタルが隠れているとは信じがたかった。 早朝の気軽さと喜びでこのすばらしい国の小屋を一ヶ月借りられた幸運を祝った。私は徐々に村 に近づき十字路に到着したが、そこには二軒のパブと一軒の雑貨屋があるだけだった。「なかなか 豊富な選択肢ね」と私は思い、雑貨屋に歩き寄り、軋むドアを開けて中に入った。全ての目が私に 向かって振り返り、辺りは一瞬静かになった。よそ者の到着である。私は彼らに微笑み返しつつ雑 貨のセクションを見始めた。ほっとしたことに通常のおしゃべりの雑踏が戻ってきた。帰りの荷物を 最小にして、最大の食事が出来るように食べ物を選んで、支払いをする場所を探した。カウンター の向こうには白いエプロンをおなかに巻いた男性がいて、彼は店主の容貌をたたえていた。私は ゆっくりと彼に近づき、買い物を彼の前に置いた。彼は商品を調べながら、出来る限り気軽な様子 で尋ねてきた。

	「休みでこっちに来ているのかい？」 街中のゴシップの種にはなりたくなかったが、彼の楽しみを奪うこともないので、私は答えた。

	「デイビッドソン氏の小屋を夏の間借りたのです」 彼の左の眉毛が五センチ釣りあがり、私の目を覗きこみながら重々しく言った。

	「デイビッドソンの小屋は呪われていると知らなかったかね？」 知らない振りをするのが一番良いと思い、私は答えた。

	「え？何に呪われているの？」

	「ああ、小人だよ」

	 

	と彼は即答した。

	「それだけじゃなく、あれは呪われた道なんだよ。あんたの小屋の向こうにキャラバンが停まって いたが、誰も乗っていないのに揺れたり、カタカタ音を立てたりいろいろなことがあった」

	このまま続けさせたらまだまた続きそうだったので、前夜の経験を裏書するこの話しを聞いて私 の心は穏やかならぬものとなった。町中の全ての人が呪われていることを知っているのであれば、 エレメンタルは簡単には立ち去ってはくれないだろう。それまで快晴だった私の一日に黒い暗雲 が立ち込めてくるのを感じた。彼が私を怖がらせようとしているとは思えなかった。彼はアイルランド でよく行われるように地元の歴史を教えてくれているようにも感じられたが、彼の話しっぷりには外 者を怖がらせて少し楽しもうという悪戯っぽい響きが感じられた。彼の試みは確かに成功してい

	た。 私は彼にお礼をいい、荷物を取って出ようとした。その晩、村のあらゆる夕食の席で、呪われた

	デイビッドソンの小屋を借りた『アメリカ人（アイルランドではカナダ人とアメリカ人は区別されていな いのだ）』として私が話題に上るのは確実で、私がいつまでここに留まるかの賭けが行われている 様子が手に取るようにわかった。

	私は通りを戻り始めたが、その情報と荷物で肩の荷が重くなっていた。垣根の脇を通るときに、 今度は隠れていた生き物が私に飛び掛ってくる様子を想像し、固く凍りついた。小屋に到着した 時、無事だったことにため息が出た。私は荷物を下ろし、大急ぎでブランチを食べ、環境を整え始 めた。レプリコーンたちはどこにも見えず、私も探しもしなかった。多分私が環境に慣れるまで時間 をくれているのだろう。いずれにせよ、一人にされていることに感謝した。

	家具の位置を変えたり、瞑想の場所をつくったり、花を摘んだりして、時間は素早く経過した。 影が長くなり始め、日が傾きかけていることを知らせ、火を起こす時となった。泥炭を四つ取り、空 気の通り道の隙間をあけながら、積み上げた。暖炉から木のマッチを出して、一本に火をつけて、 泥炭の下に置いた。何も起こらなかった。何度も繰り返し試したが、無駄だった。

	腹を立て、私の夏の悟りを記録するために新しく買っておいた日記帳をつかみ、白紙のページ を数枚破った。それを芝の下において、もう一度試してみた。紙はすぐ燃え上がり、内心これを祝 いながら、私はソファに腰を下ろし火を眺めていたが、火は徐々に小さくなり、ついに消えてしまっ た。

	火がなくてよければ、暖炉なしでやっていきたかった。何と言っても今は夏なのである。しかし、 カナダの夏とアイルランドの夏は似ても似つかないものであることにすぐ気づいた。小屋はそれほ ど寒く、ジメジメしていて、一番暖かい日でも室内は１７度以上にはならなかった。寒さに震えなが ら、火をおこす方法も思いつかず、顔を上げた私の目に外の門のところに人の頭が映った。それ はスカーフにつつまれていたが、前と横からほつれた白髪がはみ出ていた。農作業で荒れた手が 伸び、かんぬきをはずし、門を開けた。一緒に入ってきた体は、汚れた青みがかった灰色のレイン コートで覆われ、二つのボタンで留められていた。歩くたびにコートは舞い上がり、下には色あせ た花柄のドレスと、裾から不釣合いにはみ出しているスリップが見えた。泥だらけの長靴をはき、彼 女は玄関に向かって歩を進め、右手には彼女の背丈と同じ位の杖を持っていた。

	急いで玄関にかけよった私を歓迎してくれたのは、悪戯っぽくパチパチさせた彼女の目と、歯 医者が一年かけても治療できないくらい欠けた歯を見せた笑い顔であった。

	「わたしはオツールといいます」 と彼女は言ったが、彼女の目は火のついていない暖炉に向けられ、そこの残骸が全てを物語っ

	ていた。 私が道を開けると、それ以上何も言うことはなく、彼女は暖炉に向かった。 泥炭の欠片を注意深くどけて、紙の灰を掃き、一つ一つ泥炭をテントの形に積み上げた。それ

	から、彼女はテントの屋根の下でマッチを擦り、数分後芝は燃え上がった。

	 

	これなら簡単そうだわ、とその手順を見て私は思った。明日は問題なく出来る。その時は小屋に 来た初日であり、私は何も知らなかったのである。その時点では、私は自分の環境をコントロール できるとまだ信じていて、私の自由意思で必要な方策を意識的にとることが出来ると思っていた。 その日の私には、結局芝に火をつけることが一度も出来ずに、毎日オツールさんが同じ時刻に来 て助けてくれることになろうとは知るよしもなかった。初日なので、彼女の助けには感謝したものの、 私の生活に入ってこられたことはとても嫌っていた。私の計画では毎日毎週静かに瞑想に耽るつ もりであったのに、最初の日の計画はレプリコーンによって、今日の計画は彼女によって台無しに されている。しかし、その時には、後程彼女の往訪をどれほど歓迎するようになろうとは想像だにし なかったのである。

	彼女が勧めもしないのにソファに腰を下ろしたのを見て、私は言った。

	「お茶でもいかがですか？」

	「そうね」 彼女に一言かけてから私は台所に行き、水を火にかけ、お茶とビスケットを出した。デイビッドソ

	ン氏は若干の砂糖を残してくれていたので、湿気で固まっていた砂糖をナイフで少し崩して、カッ プに入れた。準備が出来たので私は居間に戻った。オツール夫人は、静かに腰をおろし、火を眺 めていた。

	私はソファの反対の端に座り、テーブルもないので、自分の前の床にお盆を下ろした。オツー ル夫人はまだ火を見つめていて、会話を急いで始める様子もないようだった。

	「お茶は今飲まれますか？」 数分後私は尋ねた。アイルランド人は濃いお茶を好むので、しばらく煮出しておいたのだ。

	「そうね」

	「お砂糖は？」

	「そうね」

	「申し訳ないですがミルクがないのです」

	「明日絞って持ってくるわ」 これが、オツール夫人と私がより頻繁に会うことになる最初の兆候だった。私の期待はこの瞬間

	に崩れ始め、こうなったら来るものを拒まないことにしようと心を決めた。静かに一人で時間を過ご そうという私の予定には触れずに尋ねた。

	「ビスケットは如何ですか？」

	「そうね」 その後二人はしばらく黙ったままお茶をすすり、ビスケットを食べた。彼女と一緒にいると気持ち

	が落ち着くのを感じた。彼女はまるで暖炉で燃える火のように気持ちの良い存在だった。私は何 度か会話を交わそうとした。

	「オツールさんはどちらにお住まいですか？」

	「この通りをあがったところ」

	「どちらの方向ですか？」

	「村の方向さ」

	「何をされているのですか？」

	「農場をもってる」 オツール夫人は紅茶を飲み終わり、立ち上がると「もう行かなくては」と言い、杖で床を鳴らしな

	がら、玄関に向かって歩いていった。私の心には疑問が残された。彼女は私の夏の予定に相応し いのだろうか？　また、今後どれほど頻繁に来るのであろうか？

	

第三章 レプリコーンの進化


	 

	翌朝目を覚ますと十幾つもの視線が私に向けられていた。あらゆる種類のエレメンタルが部屋 中におり、私が起き上がる様子を興味深げに見つめていた。

	「本当だ。私たちが見えるよ。彼女は見えるよ」 いぼだらけの鉤鼻を持っている特に醜いやつが、喜んで悲鳴のような声をあげた。その巨大な

	節だらけの手はベッドのフットボードをつかみ、乗り出してこちらを見ていた。めがねをかけなくて も、私には彼のグロテスクな様子が見て取れた。

	「だから言っただろう、なあ」 小屋に住んでいる子供たちが叫び声をあげ、部屋中で踊り始めた。 近所のノームやゴブリンの見世物になった動物園の動物のような気分になり、私は腹を立て、こ

	う叫んだ。

	「出て行きなさい。これはプライバシーの侵害よ。こんな取引はした覚えはありません」 草の間を通りぬける風のように、私の声でエレメンタルは飛び散った。一部は寝室のドアから逃

	げ出し、一部は壁を通りぬけ、一部は単に消え去った。唯一残ったのは、小屋に住んでいるレプリ コーンの男だった。

	手を背後で組み体を前後にゆすりながら、見かけだけは恥ずかしそうにして伏目がちに、彼は ため息をついた。

	「よくない思いつきだと言ったんだが。子供たちは小屋に人間がいることですっかり夢中になっ てしまい、君を見せるために仲間たちを近所から呼んでしまった。いずれにせよ、被害はなかった が」

	私はベッドのしたのほうにいた顔の幾つかを思い出していた。それらは、人間の基準から言え ば、グロテスクで意地悪そうに見えた。いぼだらけのやつがうろついていた方向に私は手を振り聞 いた。

	「彼らが人間を嫌っている種類ではないの？」 レプリコーンは相変わらず目をそらしたまま、私が期待している謝罪に相当すると思われる言葉

	を続けた。

	「ああ、それは勿論正しい。この通りにも幾つかいるが、一部を招き入れると全部ついてくる。す ると問題は増えてしまう」

	組んでいた手をはずし、彼の謝罪の言葉は終わり、それから彼は私を見て事務的な調子でこう 言った。

	「いずれにせよ起きたまえ。今日から始まりだ」 そう言うと背を向けて威厳をもって寝室から出ていった。 私にプライバシーが必要なことを理解してくれたことに感謝しながら、私は素早く着替え、同時

	にレプリコーンは着替えをするのだろうかと考えた。寒さに震えながら私は台所に向かい、お茶を いれるために水をくんだ。彼は玄関のところで待っていて、私が一緒にくるのを待ちきれない様子 だった。

	「お茶をいれたらすぐそちらに行くから」 と私は言い、まず体を暖めなくてはならないことを主張した。 彼は無遠慮に答えた。

	 

	「私にも一杯」

	「あなたもお茶を飲むの？」

	「もちろん飲むさ。ただそれも、これから私が話しをする一部だ。だから二杯の紅茶と二脚の椅 子をもって表に来なさい」

	彼は素早く振り返り、閉じたドアを通りぬけて出ていった。彼のこの奇行に微笑みながら、私は 追加のセーターを取りに寝室に戻った。レプリコーンの指示どおり、紅茶を入れてから、椅子と紅 茶をもって表に出た。レプリコーンは私が出てきたことに気づかない振りをして、きんぽうげと雛菊 をまるで初めて見るかのごとく熱心に眺めていた。私は本能的に、彼はお客の役で私にホストの役 目を果たしてもらいたいのだと悟った。おもしろくなり、彼の椅子と紅茶を注意深く並べ、うやうやし く私は言った。

	「お茶の準備が出来ました」 彼は顔を上げ、うなずき、それから彼が出来る精一杯の華麗さを持ってこちらに歩み寄り、腰を

	下ろした。彼の手は、その大きなおなかの上で組まれていた。

	「最初から始めよう」 と彼は宣言したが、その様子はヤハウェが「光あれ」と言ったかのようだった。

	「私は、君たち人間の言葉でいうレプリコーンで、私は人を研究対象にしている」 彼は話し始めたが、声の調子にはアイルランド風の節回しがついていた。

	「私は、人間に関する知識で試験を受けていて、今年の夏は極めて重要なのだ」 彼は前世紀の人間の学者の役を演じている俳優のようだった。やや大げさで、芝居がかってい

	た。事実、彼の様子はＷＣフィールズを思い出させた。私もまじめな顔を保っていたが、彼の学者 風の態度の裏には茶目っ気とユーモアがあることが感じられ、それはあたかも、役を演じること、特 に聴衆がいることを楽しんでいるようだった。

	私はもっと知りたくなって聞いた。

	「何の試験ですか？」

	「私は君たちの年で約百年人間を研究してきており、この作業にかかわった最初のエレメンタル の一人だ。エレメンタルは人間とは違って、ある身分に生まれると全生涯その身分に留まる。しかし 約百年前――もっとも百年と言っても私たちにとっては昨日のようなものなのでよく覚えているが

	――エレメンタルは人間を研究しないかと志願を求められた。私はそれを志願した。そのころ私は やっと青さがぬけたくらいの若さだった」

	彼の話しにさらに引き込まれながら、私は口を挟んだ。

	「それは誰に求められたの？」 彼はせかされるのを嫌うように答えた。

	「今話すところだ。つまり人間とは違って、エレメンタルはこの惑星では創造主にはなれない。人 間はその進化の最初から創造主になる訓練を受けており、それは見習いの神のようなもので、つ まり地球は人間にとって学校なのだ。人間は、全ての創造主に必要な自由意志を持っていて、そ れを持っているのはこの惑星では、水中の人を除けば唯一の種族だ」

	水中の人の話が出たとき、私にはイルカの姿が思い浮かび、彼の話しが続いていくにつれ、彼 の言葉に関係するあらゆる種類のイメージが見えた。同時に何かが彼の言葉とイメージを強めて いるように思えた。この聴覚、視覚、感情の三次元コミュニケーションが、人間の通常のコミュニ ケーションよりも、より完全でより速い理解を可能にしてくれているようだ。私が話しを聞いているうち、普通の私の生活のなかでも、周囲の環境から多くの次元で私は情報を受け取っていて、レプリ コーンとのコミュニケーションは、人間相手のコミュニケーションの方法よりも、私にとってある意味でより身近なものに感じられることにも気がついた。この会話で私がこれらの考えを思いついたこと を彼は感じている様子で、レプリコーンはしばらく間を置いたあと、話を続けた。

	 

	「アイルランドでのエレメンタルの生活はよかった。今でもたいていの場所よりアイルランドはまし だが、私たちが住める空間は徐々に減っていて、私たちの生活の質は低下し、種族として私たち は死につつある。そこで百年前、私たちの進化を支配している存在に、私たちは人間を研究し、エ レメンタルの進化に留まりながら自由意志を学ぶ気はないか、と尋ねられた。このようにして私たち は人間のように創造主への道を歩み始めたのだ。私はこの道を選択した最初のエレメンタルの一 人である」

	私は興味をひかれ尋ねた。

	「ということは、人とイルカだけが創造主になれて、エレメンタルはなれないということ？ じゃあ、 エレメンタルはどのように進化するの？」

	「百年前まで、エレメンタルが創造主になる唯一の方法は、人間の進化に参加することだった。 もっとも進んだエレメンタルは――君たちはマスターと呼ぶかもしれないが――しばしばこれを行った。ヴィンセント・ヴァン・ゴッホはエレメンタルのマスターの一人で、私たちの世界が死にかけていることに気付いていたので、人間の進化に加わる許しを求めた。彼は自由意志を学び、エレメ ンタルを助けたかったのだ。しかし人間としての彼の人生は非常に困難なものだった。というのは 二つの世界がとても違っていたからだ。エレメンタルを助けたかった彼は、私たちから離れることは なかった。同時に人間に対しては、私たちの芸術や世界の美しさを提供することを望んだ。しかし、人間はそれを受け入れる準備が出来ていなかったため、彼は時間的にも空間的にも制約された体のなかに閉じ込められた、とてもつらい生き方をしたのだ」

	人間とエレメンタルは、お互い相手の世界にどうしたら完全に入ることが出来るのだろうかと思 い、私は尋ねた。

	「ヴァン・ゴッホは全部エレメンタルだったの、それとも一部だけ？」

	「ヴァン・ゴッホは非常に強い存在だった為、エレメンタル的本質のほぼ全てを人間の世界に持 ちこむことが許された。しかし、彼は例外的存在だ。通常エレメンタルは、その一部のみを人間の 生活に持っていくことが許されている。従って、人間は１０％とか２５％はエレメンタルである可能性 がある。これにより、人間世界でエレメンタルが生き残ることが容易になるが、この方法では長い間 何度もの人生を経験しないと、人間の性質を十分学び、私たちの世界で創造主になることが出来 ない」

	私の周囲にもこのような人が何人かいるような気がしたので、私は質問した。

	「一部エレメンタルである人間は、どうしたらわかるの？」

	「そのような人間は普通芸術の才能を持っている。歌や踊りやストーリーテリングなどだ。多くは アイルランド人やウェールズ人となるが、ダイラン・トーマスはその一人で、彼のなかにはかなりのエ レメンタルがあった」

	「でも、それぞれが自分の進化を続けるために、人間の部分とエレメンタルの部分はどのように 整理されるの？ あなたの話を聞いていると、人間とエレメンタルのどちらでもない『合成』になって いるように聞こえるけど」

	「まさに、その通り」 とレプリコーンは、私の理解に関心したように微笑んだ。

	「人間がエレメンタルの進化に入ることを申請することも出来るが、それは別の話しだな。いずれ にせよ、約百年前までは、それがエレメンタルが自由意志を持つ唯一の方法だったが、君もお気 づきのように、それは難しく時間のかかる過程だ。それはエレメンタルにとってもつらい人生で、周 りの人間にとっても困難なものとなってしまう。人間とエレメンタルはお互いに異なった法則を持っ ている。エレメンタルには君たちが言う『倫理』というものがない。私たちは結婚もしないし人間のよ うに貞節を守ったりしない。そこでエレメンタルが人間の進化に参加すると、気が多いとか、他人へ の配慮がないなど批判されるが、私たちの規範では何も悪いことはしていない」

	 

	「もしそれが古いエレメンタルの進化のシステムだとすれば、新しいシステムでのあなたの役割 は何になるの？」

	レプリコーンは熱のこもった調子で答えた。

	「私の世界では、私は人間を研究しているエレメンタルにとっての先生であり、それは君が別の 進化を研究している人間にとっての先生であるのと同じだ。実際、お互いの世界における私たち の役割は非常に似通ったものなのだ」

	私たちの似通った役割についてレプリコーンが話しているときに、いかに自分の理解が不足し ているか私は気づいた。成人してからというもの、個別のセッションやセミナーで人間を相手にして きたが、そこでは、人の個人的成長と全人類の意識の双方に予想可能な傾向が見られるものだと いうことを人々に理解してもらおうとしていた。アイルランドに来る前は、これらの傾向とその相互関 連について私の理解は充分で、それにより悟りが得られるものだと思っていた。しかし今や、レプリ コーンは全く新しい次元であるエレメンタルの進化について話しをしており、それについて私は全 く知らないのである。

